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して表すことと共に、経済協力開発機構 (OECD) の開発援助委員会 (DAC) による評価 5 項目を枠組みとして評価
を行なってきた。特に、この DAC 評価 5 項目の特徴は、政策体系を構成する最終成果 (End Outcome) と中間成果
(Intermediate Outcome) 、中間成果と結果 (Output) 、結果と活動 (Activity) /投入(lnput) の三つの目的と手

































































最後に第 6 章では、本研究の結果を取り纏め、プログラム評価の促進のために PTM の概念に基づく評価の位置づ
けを確認した。国際協力におけるプログラム評価は、現在援助機関によって広く使われているプログラム・セオリー
と DAC 評価 5 項目より構成される評価の枠組みを強化する方向で議論することが有効でありかっ合理的で、ある。他
方、プログラム評価へのこのような DAC 評価 5 項目による評価の枠組みの拡大は、プログラム・セオリーである政
策体系の明確化によってはじめてもたらし得るものである。本研究の結果を踏まえれば、 PTM の概念はこの役割に
応えるものである。 PTM は、複数のプロジェクトを統合し政策体系を明確にすることが可能であり、 LF が機能し得
なかった評価対象で政策体系の明確化に寄与することによって、プログラム・セオリーと DAC 評価 5 項目によるプ
ログラム評価の枠組みを強化し得る。 PTM は、複数のプロジェクトを操作可能なプログラム概念として明確にする
と共に今後のブロログラム評価への展望を開く極めて重要な概念である。
論文審査の結果の要旨
国際協力分野においては、プログラム評価の必要性が指摘されているが、実際に応用された実例は少ない。本論文
は、現在多くの援助機関が使用するプログラム・セオリー評価を基盤として、プログラム・セオリー・マトリックス
(PTM) を提示し、政策体系の明確化の視点、からプログラム評価を理論的に考察したものである。また、国際協力に
おいて議論の対象となっているプログラム概念やプロジェクト概念について著者独自の見解を提起し、途上国が開発
戦略を構築する際に有益な示唆を提示した。
これらの国際協力に関する極めて実践的な視点、からの評価手法の開発は、国際協力論の発展に寄与するものであり、
博士号授与に値すると評価しうる。
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